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１
　
す
で
に
街
娼
の
こ
と
に
つ
い
て
屡
々






、
僕
は
そ
の
実
在
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
い
た
。

　
か
の
女
た
ち
の
色
彩
の
同
一
色
で
あ
る
こ
と
は
、
労
働
者
の
持
つ
社
会
観
が
赤
と
黒
に
よ
っ
て
染
め
ら
れ
た

と
同
じ
く
、
か
の
女
た
ち
の
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ド
レ
ス
の
黒
色
と
紅
の
一
線
が
虹
の
よ
う
に
浮
き
、
厚
化
粧
に
口

紅
の
持
つ
特
殊
な
色
は
、
こ
れ
は
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
で
も
な
し
、
不
良
の
女
で
も
な
し
、
シ
ョ
ッ
プ
・
ガ
ー
ル
で

も
な
い
、
商
売
女
と
し
て
の
商
標
を
明
瞭
に
人
々
に
感
じ
さ
す
と
こ
ろ
の
色
彩
だ
。

　
こ
の
間
も
僕
は
妻
を
同
伴
し
て
銀
座
を
散
策
し
て
か
の
女
た
ち
の
一
人
を
見
出
す
と
、
妻
に
か
の
女
こ
そ
、

ス
ト
リ
ー
ト
・
ガ
ー
ル
の
典
型
的
な
も
の
だ
。
と
、
云
っ
た
。

　
流
行
品
店
と
キ
ャ
バ
レ
ー
の
あ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
露
地
に
、
黒
い
ケ
ー
プ
レ
ッ
ト
の
つ
い
た
夜
の
衣
裳
を

つ
け
て
、
ハ
イ
・
ヒ
ー
ル
の
エ
ナ
メ
ル
の
靴
を
穿

い
た
都
会
の
売
笑
婦
。

「
　
　
君
。
そ
れ
、
ほ
ん
と
。
」
と
、
僕
の
妻
は
異
彩
の
あ
る
女
に
た
い
す
る
興
味
を
外
に
見
せ
て
確
め
る
よ

う
に
云
っ
た
。

「
　
　
う
ん
。
最
上
等
の
立
ち
淫
売
だ
。
」

「
　
　
も
し
、
…
…
そ
う
な
ら
、
今
夜
は
君
を
か
の
女
の
恋
愛
術
の
中
へ
預
け
た
い
の
よ
。
」

「
　
　
う
ん
、
御
随
意
だ
が
、
君
は
ど
う
す
る
？
」

「
　
　
仕
事
が
あ
る
の
よ
。
Ｓ
デ
パ
ー
ト
に
依
頼
さ
れ
た
新
衣
裳
と
、
Ｒ
新
聞
に
原
稿
を
明
朝
ま
で
に
書
い
て

置
か
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
。
」
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「
　
　
そ
れ
で
、
あ
の
女
に
は
い
く
ら
支
払
う
。
」
「
　
　
い
く
ら
ぐ
ら
い
必
要
な
の
。
あ
の
女
？
」

「
　
　
十
円
と
そ
の
他
、
…
…
い
く
ら
か
。
」

　
夜
間
の
遊
覧
飛
行
イ
ル
ミ
ネ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
作
ら
れ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ツ
ク
な
科
学
の
尻
尾
、
　
　
妻
に
た
い

す
る
愛
を
結
び
つ
け
て
、
…
…
。

２
　
極
楽
鳥







の
飾
り
を
つ
け
た
フ
ェ
ル
ト
の
流
行
と
は
正
反
対
の
グ
ラ
ン
と
ツ
バ
の
拡
い
帽
子
を
目
深





に
し
た

身
装






、
…
…
流
行
品
店
の
飾
窓
に
映
る
か
の
女
の
姿
態
を
裸
体
に
す
る
キ
ャ
バ
レ
ー
の
門
柱
の
ム
ー
ラ
ン
・
ル

ー
ジ
ュ
。
ラ
ジ
オ
の
音
声
が
、
か
の
女
の
肉
体
の
下
層
に
忍
び
込
む
と
き
、
人
々
は
か
の
女
か
ら
、
鋪
道
と
化

粧
塔
の
匂
い
を
嗅
い
だ
。

「
　
　
今
晩
は
。
」
「
　
　
何
か
御
用
？
」

　
夜
の
女
の
衣
裳
の
背
後
が
社
交
的
に
展



い
て
、
生
姜






色
の
皮
膚
の
断
面
に
機
能
の
失
せ
た
女
の
蠱
惑





が
感
じ

ら
れ
た
。

３
　
ホ
テ
ル
の
部
屋
で
僕
は
か
の
女
が
花
瓶
の
中
の
花
の
茎
の
よ
う
に
華
奢
な
肉
体
な
の
に
気
が
付
い
た
。
僕

は
女
性
に
た
い
す
る
狩
猟
家
で
あ
っ
た
か
。
か
の
女
の
痩
せ
た
花
粉
の
つ
い
た
装
飾
に
す
ら
、
僕
は
情
欲
を
も

っ
て
鎧





ば
っ
て
い
る
。
女
性
の
尻
ば
か
り
見
て
暮
す
男
に
と
っ
て
も
、
売
笑
婦
の
心
理
的
な
綺

羅

に
よ
っ
て
飾

ら
れ
た
脣




か

ら
、
下
腹
部
に
か
け
て
の
ガ
リ
ッ
シ
ュ
な
紅
色
の
部
分
に
つ
い
て
は
特
殊
な
魅
惑
を
感
じ
る
。
か

4戦争のファンタジイ



の
女
た
ち
は
小
指
の
よ
う
な
微
生
物
ま
で
琥
珀
色







の
液
体
で
染
め
た
。

　
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
の
演
技
場
に
行
く
ま
で
の
道
程
に
つ
い
て
は
云
う
必
要
も
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
近
代
女
の
技

術
主
義
に
つ
い
て
も
。

「
　
　
あ
な
た
の
一
緒
に
い
た
御
婦
人
に
つ
い
て
伺
い
た
い
わ
。
」

「
　
　
恋
愛
で
な
い
セ
ン
ジ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
見
本
。
」
「
　
　
と
、
云
う
と
？
」
「
　
　
女
房
だ
。
」

　
街
に
展
い
た
窓
の
出
張






に
置
か
れ
た
洋
紅
色
の
花
鉢
を
寝
台
の
枕
も
と
に
持
っ
て
く
る
と
、
夜
の
女
は
眸





の

快
楽
の
た
め
に
、

「
　
　
そ
の
女
房
と
云
う
の
は
ど
ん
な
役
目
な
の
？
」

「
　
　
君
に
委
任
さ
れ
た
僕
の
セ
ン
ジ
ュ
ア
ス
以
外
の
も
の
の
委
托
品







あ
ず
か
り
所
な
の
だ
。
」

「
　
　
あ
な
た
の
云
う
こ
と
、
よ
く
分
ん
な
い
わ
。
」

４
　
夜
が
更
け
て
僕
が
眼
覚
め
た
と
き
、
か
た
わ
ら
に
は
腐
敗
し
か
か
っ
た
売
笑
婦
の
肉
体
が
萎



れ
た
花
の
よ

う
に
残
っ
て
い
た
。

　
そ
の
肉
体
の
地
図
に
分
割
さ
れ
た
新
領
土
に
僕
は
住
ん
で
い
る
。
売
笑
婦
の
持
つ
感
覚
の
楼
上
か
ら
底
辺
に

達
す
る
戦
場
に
は
、
資
本
家
の
軍
隊
の
残
し
た
指
紋
の
遺
跡
が
あ
る
。
…
…
つ
ま
り
、
売
笑
婦
の
蠱
惑
を
戦
場

の
地
域
に
例



え
る
の
に
、
現
今
と
し
て
誰
一
人
、
不
服
は
な
い
筈
だ
。

　
侵
略
さ
れ
る
肉
体
の
所
有
者
に
つ
い
て
探
究
す
る
と
き
、
か
の
女
た
ち
は
、
そ
こ
に
帝
国
主
義
的
な
型
を
持
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っ
た
男
性
の
手
管
を
感
じ
、
軍
閥






の
持
つ
圧
力
を
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
イ
の
持
つ
征
服
に
た
い
す
る
歓
喜
を
衝
け

る
の
だ
。
　
　
ラ
グ
ビ
ー
争
闘
の
場
合
の
靴
の
跡
を
刺
繍






さ
れ
、
…
…
野
球
に
お
け
る
華
美
な
盗
塁
と
、
…
…

水
球
の
と
き
の
潜
水
と
、
…
…
ミ
ニ
チ
ュ
ア
、
ゴ
ル
フ
の
墜
死
と
、
…
…
ボ
ク
シ
ン
グ
に
お
け
る
残
酷
な
、
…

…
マ
ッ
ト
の
中
の
死
を
。

　
戦
争
に
た
い
す
る
僕
の
幻
影
の
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
は
い
ま
語
る
を
さ
し
控
え
よ
う
。
か
の
女
の
肉

体
の
地
図
に
戦
争
の
持
つ
赤
手
袋
を
穿

め
て
、
僕
は
他
日
を
約
し
て
一
先





ず
退
却
だ
。
国
際
連
盟
の
持
つ
イ
デ

オ
ロ
ギ
イ
か
ら
も
、
満
州
の
階
級
性
か
ら
も
、
シ
ャ
ン
ハ
イ
を
ま
っ
た
く
取
巻
い
た
赤
色
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
×

×
か
ら
も
、
第
二
、
世
界
経
済
恐
慌
の
襲
撃
か
ら
も
、
…
…
し
だ
い
に
か
の
女
の
吹
鳴
ら
す
ラ
ッ
パ
の
音
韻
の

沈
衰
し
て
行
く
ま
ま
に
。

５
　
夜
が
明
け
て
僕
は
卓
上
の
電
話
の
受
話
器
を
妻
の
寝
室
に
通
じ
た
。

「
　
　
お
早
う
。
昨
夜
は
よ
く
寝
ら
れ
た
か
ね
。
」

「
　
　
…
…
君
の
い
な
い
、
…
…
お
か
げ
で
、
あ
た
し
睡
眠
を
充
分
と
る
こ
と
が
出
来
た
わ
。
」
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
吉
行
エ
イ
ス
ケ
作
品
集
」
文
園
社

　
　
　1997
（
平
成9

）
年7

月10

日
初
版
発
行

　
　
　1997
（
平
成9

）
年7

月18

日
第2

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
吉
行
エ
イ
ス
ケ
作
品
集
※
﹇
＃
ロ
ー
マ
数
字2

、1-13-22

﹈
　
飛
行
機
か
ら
墜
ち
る
ま
で
」

冬
樹
社

　
　
　1977

（
昭
和52

）
年11
月30

日
第1

刷
発
行

※
底
本
に
は
「
吉
行
エ
イ
ス
ケ
の
作
品
は
す
べ
て
旧
字
旧
仮
名
で
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
新
字
新
仮
名
に
改
め

て
刻
ん
だ
。
こ
の
さ
い
次
の
語
句
を
、
平
仮
名
表
記
に
改
め
、
難
読
文
字
に
ル
ビ
を
付
し
た
。
『
し
乍
ら
↓
し

な
が
ら
』
『
亦
↓
ま
た
』
『
尚
↓
な
お
』
『
儘
↓
ま
ま
』
『
…
の
様
↓
…
の
よ
う
』
『
…
す
る
側
↓
…
す
る
か

た
わ
ら
』
『
流
石
↓
さ
す
が
』
。
ま
た
×
印
等
は
当
時
の
検
閲
、
あ
る
い
は
著
者
自
身
に
よ
る
伏
字
で
あ
る
。
」

と
の
注
記
が
あ
る
。

入
力
：
霊
鷲
類
子
、
宮
脇
叔
恵

校
正
：
大
野
晋

2000

年6

月7

日
公
開

2009

年3

月27

日
修
正
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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